
 

平成 30 年 9 月 18 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ト ラ イ ア イ ズ 

代 表 者 代 表 取 締 役 社 長  池 田  均 

（コード 4840 ＪＡＳＤＡＱグロース） 

問 合 せ 先 執行役員総務部長 小出 美紀 

電 話 ０ ３ （ ３ ２ ２ １ ） ０ ２ １ １ 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成 30 年 12 月期通期（平成 30 年 1月 1 日～平成 30 年

12 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

記 

１．平成 30 年 12 月期 連結業績予想の修正等（平成 30 年 1月 1日～平成 30 年 12 月 31 日） 

    (単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 1,828 55 52 8 1 円 01 銭 

今回修正予想(Ｂ) 1,550 1 2 △61 △7 円 31 銭 

増減額(Ｂ－Ａ) △278 △54 △50 △69 － 

増減率(％) △15.2 △98.1 △96.1 － － 

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年 12 月期) 
1,777 △109 △53 135 △16円03銭 

 

２．修正の理由 

建設コンサルタント事業において、当第２四半期に計上予定であった複数の大型案件の工

期が来年度以降に延長となりました。それに対応するため大型案件の収益認識基準に関して、

進行基準の適用を検討いたしましたが、進行基準を適用するための体制の整備が遅れたこと

及び監査法人との調整が難航し、当年度の適用が見送られました。また、大型案件に代替す

る短期案件の売上は、当初の予定どおりのため、建設コンサルタント事業の売上高は、当初

の予定を下回る見込みとなりました。 

ファッションブランド事業においても、百貨店向け売上が当初の想定を下回る見込みとな

りました。また、当年度において販売先の選定及び見直しを行った結果、一部の販売先の売

上が当初の予想を下回る見込みとなり、ファッションブランド事業の売上高も当初の予定を

下回る見込みとなりました。 

一方、投資事業において米国子会社が当年度に取得した商業物件については、安定的な収

益が見込まれますが、当年度においては期中からの計上であり、当年度の建設コンサルタン

ト事業及びファッションブランド事業の売上減少のカバーには至らない見込みであります。 



当年度の販売費及び一般管理費は、前年以上の削減に努め当初の予定を下回る見込みであ

りますが、売上総利益の減少を完全に補うには至らない見込みとなります。また、当年度に

おいてファッションブランド事業における収益構造の改善のため、店舗の閉鎖を行う予定で

おります。当該閉鎖に伴う損失を特別損失として計上する予定でおります。 

これらの結果、売上高、営業利益及び経常利益が前回予想を下回るほか、親会社株主に帰

属する当期純利益は親会社株主に帰属する当期純損失となる見込みです。 

 

以 上 


